
Hα線太陽全面像を用いたフィラメント消失の要因、及びコロナ質量放出
との関連についての研究 (修士論文)

人類の宇宙利用の拡大に伴い、太陽活動による宇宙環境の擾乱：宇宙天気の重要性が増
し、宇宙天気に関わりがあるとされるコロナ質量放出（Coronal Mass Ejections: CMEs）
とCMEの物質のもとになることが多いフィラメントについて統計的に研究を行った。
SMART望遠鏡のHα線太陽全面像のデータを調査した結果、2005年 4月 1日から 2014

年 10月 7日までの間で少なくとも 1276例のフィラメント消失イベントが起こっていた。
その 1276例中、主に 10万 kmよりも長いもの 885例のうち 274例で実際に消失するとこ
ろが観測できていた。274例中 185例がフィラメントの上昇が少しでも見られる eruption

型、89例がフィラメントの上昇がみられない non-eruption型であった。
また、この 274例のフィラメント消失イベントを対象にCMEとの関連を調査した。そ

の結果 25万 kmよりも長大で eruption型のフィラメント消失のうち約 70%がCMEと関わ
りがあり、長大で eruption型のフィラメント消失はCMEと関連が深いことがわかった。
また、フィラメント消失の前兆候補としてフィラメントの長大化と浮上地場領域（Emerg-

ing Flux Regions: EFRs）に着目した。どちらも決定的ではないが、消失前のフィラメン
トの傾向と考えられ、調査した 12例のうち長大化もEFRの出現も見られなかったものは
なかった。

図:eruption型と non-eruption型のフィラメント消失数の推移

(廣瀬公美 記)
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スーパーフレアを起こした太陽型星の高分散分光観測 (修士論文)

我々は、ケプラー宇宙望遠鏡の測光データの解析により、太陽型星 (G型主系列星)に
おけるスーパーフレア (最大級の太陽フレアの 10 ∼ 104倍、1033 ∼ 1036ergのエネルギー
を放出) を多数発見してきた (Maehara et al. 2012 Nature & 2015 EPS; Shibayama et al.

2013 ApJS)。太陽フレアは、黒点周辺の磁気エネルギーが突発的に解放される爆発現象
である。スーパーフレアも同様の現象と仮定すると、そのエネルギーを説明するには、巨
大な黒点の存在が必要である。一方、多くのスーパーフレア星では、準周期的な明るさの
変動が観測されている。その振幅は、黒点の影響による太陽の明るさの変動の振幅と比べ
てはるかに大きい。このことも、巨大黒点を持つ星が自転しているとすれば、説明が可能
である (Notsu et al. 2013 ApJ)。しかし、本当に太陽のような星で巨大黒点は存在するの
か、分光観測による詳細な探査が重要であった。
そこで本研究では、スーパーフレア星のうち 50星について、すばる望遠鏡 HDSを用

いて高分散分光観測を行った。観測の結果、50星中 34星では、連星の証拠は見られず、
温度等の大気パラメータも太陽型星 (G型主系列星) の範囲にあることが分光的に確認さ
れた。これら 34星について、詳細な解析を行った。まず、自転の効果による吸収線の広
がりを測定し、星の射影自転速度 (v sin i)を求めた。求めた値は、星の自転軸の傾斜角の
影響を考慮すれば、明るさの変動 (上述)の周期から推定した自転速度と矛盾しなかった。
次に、Ca II の吸収線の強度 (星の磁場強度を反映する)を測定し、星の他の性質と比較し
た。その結果、明るさの変動振幅との間に相関が見られた。特に、大黒点の存在が予想さ
れる明るさの変動振幅の大きな星は、例外なく高い彩層の活動性 (=大黒点の存在)を示し
た。これら 2点から、上記の明るさの変動は、巨大黒点を持った星の自転で説明できるこ
とが支持される。
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図： ケプラーで観測された明るさの変動振幅と、Ca II 8542線中心の深さ r0(8542)から
推定された磁場強度 (⟨fB⟩)の比較。
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